
左：児 童
右：保護者

学校評価アンケートの６項目を見ると、子どもたちは、おおむねよいと感じ

ていることが分かります。また、保護者アンケートには、家庭でお子さんがも

う少し自分から進んで取り組んでほしいという気持ちが表れていると思います。

学校では、子どもたちが前向きに取り組んでいますので、学校目標達成のため

に、今後、総合的な学習について情報発信をまめにし、週末の家庭読書ができ

るよう指導していきたいと思います。また、最後の読書週間が2月１日から始ま

りますので、ご家庭での取組をよろしくお願いいたします。さらに、親子会議

シートを2月の参観日に配付しますので、お子さんが自分の考えや感想を自分で

言えるように配慮をお願いいたします。

＜２月の生活・保健目標＞
○感謝の心を表そう
・お世話になった人に感謝しよう
・校舎や道具をきれいにしよう

○かぜをひかないようにしよう

「えんぶりの日」を有効に

校 長 馬 場 悦 子

小さい頃祖父の肩車で見たえんぶりは今も鮮明に残っています。雑踏の中、颯爽とし

た太夫の摺りと舞子達の舞にどこか神聖なものを感じたものです。今にして思えば、それは長い年

月で培われた伝統、やませで米がとれない南部地方の豊作祈願、さらには農閑期の楽しみなどの意

味があり、南部の地に暮らす人々の思いや願いの現れでした。また、長く寒い冬を乗り切る知恵だ

ったのかもしれません。春を呼ぶこのえんぶりが終わると、「びんとしばれる」日も少なくなり、水

道の水抜きの苦労も減って春の日差しが感じられる日が多くなるのです。

新学習指導要領には「伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに、

他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する」とあり、グローバル社会が進む中、日本人とし

てのアイデンティティや豊かな心の育成が重視されています。学校では、１３日にえんぶり出前授

業を行い、八戸博物館の学芸員さんからえんぶりについて詳しい話を聞く予定です。しかし、知識

だけではアイデンティティは育ちません。実体験によって体と心で感じてこそ本物となるのです。

そこで、保護者の皆様には、お子さんを是非えんぶりに連れて行ってほしいと思います。

17日（日）10;00頃～中心街で一斉摺

17～20日 18:00～ 市役所前でかがり火えんぶり

日中 公会堂でえんぶり組公演

終日 はっちでいろいろなイベント

お子さんのふるさとへの誇りと愛着を育て、豊かな人生を

送られるよう、本物に触れるせっかくの機会を逃さないで

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

※詳しい日程は、観光協会等のホームページにあります。

八戸市立図南小学校
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◆文集はちのへ第６５編

【作文の部】準特選 ５年 斉

入 選 ６年 川原

◆国際平和ポスターコンテスト

佳 作 ６年 田村

◆全国児童水辺の風景画コンテスト

佳 作 ４年 西田

◆第４３回緑の絵コンクール

入 選 ３年 堀内

◆第３７回都市ガス安全使用に関する習字・ポスター展

【習字の部】

秀 作 ３年 森 、６年 齋藤

佳 作 ６年 笹本

【ポスターの部】

優秀賞 ５年 古川

秀 作 ５年 田頭 、工藤 、坂本

佳 作 ５年 佐々木 、岩 、出口

佐々木 、工藤 、鹿糠

盛田 、南谷

学校目標 「進んで考え、共に学び合う力の育成」

日 曜 行　　　事

1 金 読書週間

2 土 市内図工展～３日

3 日

4 月 ５．６年生スケート

5 火
委員会活動
なかよし班集会

6 水 全校集会

7 木
全校スケート
お話タイム

8 金

9 土

10 日

11 月 建国記念の日

12 火
学校納入金引落日
委員会活動（引継式）

13 水
えんぶり出前講座
全校集会

14 木 ５年生いのちの教育事業

15 金 新入生保護者説明会

16 土

17 日 えんぶりの日

18 月 漢字テスト

19 火 ３から６年生６時間授業

20 水 音楽集会

21 木 計算テスト

22 金 参観日

23 土 吹奏楽愛好会ミニコンサート

24 日

25 月
防災教室
チャレンジタイム最終回

26 火 委員会活動

27 水 児童集会

28 木 ６年生を送る会
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